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2022 年度 学校法人 三幸学園 名古屋リゾート＆スポーツ専門学校 

自己評価報告書 

自己評価報告責任者 ： 副校長 小久保 和紀 

1. 学校の教育目標

学園のビジョン「人を活かし、日本をそして世界を明るく元気にする」、ミッション「人を活かし、困難を希望に変え

る」のもと、スポーツ分野の学校として「スポーツを通じて日本を明るく元気にする」というビジョンを掲げている。 

また「技能と心の調和」を教育理念とし「素直な心、感謝の気持ち、高い意欲を持ち続け、自ら考え、自ら行動する

ことで、社会に貢献する人材」、スポーツ分野として「スポーツを通じて健康と楽しさを提供できる人材」を育成する

人物像とし、専門学校として社会・業界に求められる人材の育成を進めている。 

２. 前年度に定めた重点的に取り組むことが必要な目標や計画

① 前年度重点施策振り返り

2022 年度全体会議内容抜粋 

〇生徒に対しての方向性（見逃さない教育・継続徹底） 

・集団生活を行っていくうえでのルール・マナーについての指導の徹底

⇒指導徹底をしていくにあたり挨拶等よりもルール指導に重きを置いてしまいリゾスポ生らしい「元気」や「挨拶」が

なくなってしまった為、教員から挨拶をすることや元気を出させる声掛けが必要。 

〇講師とのリレーション強化 

・コミュニケーション促進ツール teams の導入。

・クラス会議を実施し、生徒共有の場を増やした。

〇検定結果へこだわる 

・目標数値に到達することは出来なかったが、主要資格の多くで昨年度よりも高い合格率を達成することが

出来た。

３.評価項目の達成及び取組状況

（１）教育理念・目標

① 課題

・対面での保護者会実施ができずに電話での挨拶で終わってしまっている為、年 3 回の保護者文発送と定期的な

連絡でのアプローチとなってしまった。 

・定めた時期がコロナ前の為、ウィズコロナ、アフターコロナの業界ニーズに合っていない可能性が高い。

・学科によってコースが多い学科はコースによった教育目標が必要。

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

学校の理念・目的・育成人材像は定められているか（専門分野の特性が明確になっているか） ４ 

社会経済のニーズ等を踏まえた学校の将来構想を抱いているか ４ 

学校の理念・目的・育成人材像・特色・将来構想などが生徒・保護者等に周知されているか ４ 

各学科の教育目標、育成人材像は、学科等に対応する業界のニーズに向けて方向づけられているか ４ 
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② 今後の改善方策 

・対面での保護者会実施と保護者の発送文を引き続き送ることで連携強化を図る。 

・コロナ以前の状況に戻しつつコロナ禍で生まれたテクノロジーを駆使する事でアフターコロナに向けた人材育成を

していく事が必要。 

・教育目標を検討する為に業界の方よりご意見をいただきながら設定。 

 

③ 特記事項 

・対面での全体会議実施をした為、人材育成像を全体で共有できた。 

 

 

 

 

（２）学校運営 

① 課題 

・sanko gate の活用レベル差がメンバーや講師にあった為、閲覧頻度などにばらつきがでた。 

・WEB ツールの棲み分けが明確ではなく使用ツールが担当者裁量になってしまい全体の効率化はあまり図れなか

った。 

・WEB 報告書を活用しようとしたが、取得後のデータ活用がうまくできなかった。 

 

② 今後の改善方策 

・IT リテラシー研修参加の促進をすることで WEB ツール知識向上を図る。 

・sanko gate の発信頻度がメンバーによって違うため役割明確化（全体発信は sanko gate それ以外は teams）を

する。 

・WEB 使用状況の管理をすることにより教員の活用頻度を効果測定し、頻度の低い教員へのアプローチをする。 

 

③ 特記事項 

・講師による WEB ツール研修の実施 

 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

目的等に沿った運営方針が策定されているか ４ 

事業計画に沿った運営方針が策定されているか ４ 

運営組織や意志決定機能は、規則等において明確化されているか、有効に機能しているか ４ 

人事、給与に関する制度は整備されているか ４ 

教務・財務等の組織整備など意思決定システムは整備されているか ４ 

業界や地域社会等に対するコンプライアンス体制が整備されているか ４ 

教育活動に関する情報公開が適切になされているか ４ 

情報システム化等による業務の効率化が図られているか ３ 
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（３）教育活動 

① 課題 

・スポーツビジネス科・スポーツインストラクター科外部活動の場が誰もができるレベルではない。 

・実習やボランティア参加者が少なく増やしていく必要がある。 

・職員のセミナー参加（校内説明会や業界理解の為の）が少ない為、業界理解をしきれていないメンバーもいる。 

・教育開発部発行マニュアルの使用頻度に個人差がある。 

 

② 今後の改善方策 

・スポーツビジネス科・スポーツインストラクター科の総合演習の外部披露の幅を広げる。 

・職員が積極的な企業訪問で業界の魅力理解や魅力のある企業の新規開拓をする。 

・今までは単発で都度行っていた企業セミナーを年間計画での企業セミナー開催とし、計画的に実施する。 

・会議予定日前に教育開発部発行マニュアルを持参告知（担任会議、全体会議）する。 

 

③ 特記事項 

・全体会議にて授業力向上研修の実施をした。 

 

 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

教育理念等に沿った教育課程の編成・実施方針等が策定されているか ４ 

目標の設定として、教育理念、育成人材像や業界のニーズを踏まえた教育機関としての修業年限に

対応した教育到達レベルや学習時間の確保は明確にされているか 
４ 

学科等のカリキュラムは体系的に編成されているか ４ 

キャリア教育・実践的な職業教育の視点に立ったカリュキュラムや教育方法の工夫・開発などが実施さ

れているか 
３ 

関連分野の企業・関係施設等、業界団体等との連携により、カリキュラムの作成・見直し等が行われて

いるか 
４ 

関連分野における実践的な職業教育（産学連携によるインターンシップ、実技・実習等）が体系的に位

置づけられているか 
３ 

授業評価の実施･評価体制はあるか ４ 

職業に関する外部関係者からの評価を取り入れているか ４ 

成績評価・単位認定の基準は明確になっているか ４ 

資格（免許）取得の指導体制、カリキュラムの中での体系的な位置づけはあるか ４ 

人材育成目標に向け授業を行うことができる要件を備えた教員を確保し、組織できているか ４ 

関連分野における業界等との連携において優れた教員（本務・兼務含め）の提供先を確保するなどマ

ネジメントが行われているか 
４ 

関連分野における先端的な知識・技能等を修得するための研修や教員の指導力育成など資質向上

のための取組が行われているか 
３ 

職員の能力開発のための研修等が行われているか ４ 
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（４）学修成果 

① 課題 

・合格率向上したが JATI、健康運動実践指導者の目標達成には至らなかった。 

・進級学年からの退学者が増加した。 

・コロナによる企業訪問が解禁されずに状況把握ができなかった。 

・卒業生支援として、情報発信システムの「sanko gate」にて定期的に情報を発信する 

 

② 今後の改善方策 

・ティーチングアシスタントを導入することで理解度の低い学生へのフォロー体制を作り、合格率向上に向けた環境

設定をする。 

・いつでもどこでもできる仕組みづくり（sanko gate、ポケ模型）を学生へ促進することで電車の待ち時間やちょっとし

た空き時間を有効活用かつ楽しむコンテンツを増やす。 

・毎月クラスのモチベーション低下生徒を担任同士で共有する学科会の実施をする。 

・保護者連携の強化のために特に欠席の多い生徒の保護者へ発送文送付をしていく。 

 

③ 特記事項 

・卒業生によるボランティア開催を予定（イオン）しており地域連携と卒業後フォローの強化をする。 

・例年同様、リゾスポラボラトリーという卒業生との交流会を開催することで、共にキャリア形成ができる環境設定を

行っていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

就職率の向上が図られているか ４ 

資格（免許）取得率の向上が図られているか ３ 

退学率の低減が図られているか ３ 

卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握しているか ３ 

卒業後のキャリア形成への効果を把握し学校の教育活動の改善に活用されているか ３ 
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（５）学生支援 

① 課題 

・コロナ禍での卒業生訪問機会が喪失し、接触機会が作れずに支援体制がつくり切れなかった。 

・卒業生の状況把握ができていないので支援が必要どうかも理解しきれていない。 

 

② 今後の改善方策 

・プチ同窓会の実施をすることで卒業生との定期接触をする。 

・同窓会 LINE の活用をし、状況把握に役立てる情報発信をしていく。 

 

③ 特記事項 

・クラス単位での保護者説明会を実施して直接担任より挨拶をしたことで保護者との連携が図れ入学前からモチ

ベーションの低い生徒等状況把握ができた。 

 

 

 

 

（６）教育環境 

① 課題 

・コロナによる海外研修ができなかった為、教育体制が作れなかった。 

・実習も一部コロナの影響によって受け入れができない施設があり、学生の実習機会が作れなかった。 

 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

進路・就職に関する支援体制は整備されているか ４ 

学生相談に関する体制は整備されているか ４ 

学生の経済的側面に対する支援体制は整備されているか ４ 

学生の健康管理を担う組織体制はあるか ４ 

課外活動に対する支援体制は整備されているか ４ 

学生の生活環境への支援は行われているか ４ 

保護者と適切に連携しているか ４ 

卒業生への支援体制はあるか ３ 

中途退学者への支援体制はあるか ３ 

社会人のニーズを踏まえた教育環境が整備されているか ４ 

高校・高等専修学校等との連携によるキャリア教育・職業教育の取組が行われているか ４ 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

施設・設備は、教育上の必要性に十分対応できるよう整備されているか ４ 

学内外の実習施設,インターンシップ,海外研修等について十分な教育体制を整備しているか ３ 

防災・安全管理に対する体制は整備されているか ４ 
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② 今後の改善方策 

・地域を変えて海外研修の実施をすることで教育体制再構築を目指す。 

・卒業生訪問をきっかけとした実習先の確保で学校理解と教育体制構築をする。 

 

③ 特記事項 

・2023 年度は海外研修実施予定となる。 

 

 

（７）学生の受入れ募集 

① 課題 

・入試制度の理解が高校によって違いが出ており、運用方法の理解が職員によってまばらとなってしまっているの

で案内の違いが一部発生する可能性がある。 

 

② 今後の改善方策 

・地域広報室との連携で高校入試情報を確認して全体共有をし、入試制度理解をする。 

 

③ 特記事項 

なし 

 

 

（８）財務 

① 課題 

【中長期計画】 

なし 

 

【予算・収支計画】 

なし 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

学生募集活動は、適正に行われているか ４ 

学生募集活動において、教育成果は正確に伝えられているか ４ 

入学選考は、適性に行われているか ４ 

学納金は妥当なものとなっているか ４ 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえるか ４ 

予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか ４ 

財務について会計監査が適正に行われているか ４ 

財務情報公開の体制整備はできているか ４ 
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【会計監査】 

なし 

 

【財務情報の公開】 

なし 

 

② 今後の改善方法 

【中期計画】 

今期は第２次中期計画（2018 年度～2022 年度）の達成状況等の公開と同時に、第３次中期計画（2023 年度

～2027 年度）を公開する予定である。 

 

【財務情報の公開】 

なし 

 

③ 特記事項 

なし 

 

（９）法令等の遵守 

①  課題 

なし 

 

②  今後の改善方策 

なし 

 

③ 特記事項 

なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

関係法令、専修学校設置基準等の遵守と適正な運営がなされているか ４ 

個人情報に関し、その保護のための対策がとられているか ４ 

自己評価の実施と問題点の改善に努めているか ４ 

自己評価結果を公開しているか ４ 
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（１０）社会貢献・地域貢献 

① 課題 

・地域に向けた教育活動の不足があり、公開講座機会が減っている。 

・学校の認知に向けた地域への理解促進ができなかった。 

 

② 今後の改善方策 

・地域イベントや活動に参加をすることで学校と地域の方との相互理解をし、学校教育に活かしていく。 

・学校の施設を使用したイベント活動を地域の方向けに開催することで学生と地域を結ぶ。 

 

③ 特記事項 

・イオンイベントの継続の実施とイオン従業員へのイベント開催をする予定。 

 

 

４. 学校評価の具体的な目標や計画の総合的な評価結果 

自己評価の結果は概ね適正であると評価をいただいた。退学率の低減は実現できなかったが、各種アンケートの

結果、就職率は昨年度より良い結果が出せたと言える。 

2023 年度は学校満足度の向上から退学率の低減に向けて、教職員一同より一層力を入れていきたいと考えて

いる。また地域や業界から必要とされる学校になる為にも、地域貢献活動にも力を入れて取り組んでいく。 

 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

学校の教育資源や施設を活用した社会貢献・地域貢献を行っているか ４ 

生徒のボランティア活動を奨励、支援しているか ４ 

地域に対する公開講座・教育訓練（公共職業訓練等を含む）の受託等を積極的に実施しているか ３ 


